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Ｉ Mp－ ８ 住宅における揮発性有機物質に関する考察

○田中辰明（お茶大）
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ヒドや各種揮発性有機

問し、専門家から資料
ら都内の新築輸入住宅
アルデヒドの調査を、
またガスクロマトグラ

フを用い、ＢＴＸの１時間間隔測定を４日間行った。
結果：ホルムアルデヒドは、この対策を行った住宅であったので下駄箱を除いて検出
れなかった。住宅室内空気のＶＯＣ汚染物質は施工時に使用された建築資材から室内
放出され、それふは換気により、暫減する。　これらの変化を観察するために新築住宅放出され、それらは換気により、暫減する。これらの変化を観察するために新築住宅
一室に連続測定装置を具備したガスクロマトグラフを設置し測定したがトルエンは２
日に換気により減少している。再び密閉後濃度は上昇し、３～４時間で定常状態になり
室内に放出源があることを示している。住宅は毎月１度の測定を行ったが、竣工後３
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　目的：江戸時代の家相文献に関する研究の一環として、本報告では家相考鑑の際に住

まいのどの部分を問題とするのかを分析し、当時の住まい観を明らかにする。

　方法：比較検討には、江戸時代後期の６文献（松浦東鶏の『家相図解』、『家相図説

大全J、松浦琴鶴の『家相秘伝集』、『方鑑口訣書』、長田藁雀の『家相図解全書』、

苗村三敲の『相宅小鑑』）を用い、文中から家相考鑑の対象となる住まいの部位に関す

る表現を拾い、分析する。

　結論：家相文献では、武家、商家、農家、町民の住まいなど、あらゆるケースを対象

としており、規模も藩士の館から二間、三間の貸家まで様々である。家相判断の典型的

な例を見ると、敷地内を別屋と母屋に分け、前者では離れ座敷や茶室、厩や納屋、土蔵、

祠などを方位別判断の対象としている。中でも蔵の位置は重要視される。母屋では「主

人の間・主人の居間」を第一に挙げ、その方位別吉凶と間取りの吉凶を問題とする。神

棚、仏壇の場所と向きも重要視される点である。方位別の吉凶判断では、特に艮（北東）

・坤（南西）・中央が問題とされ、ここに造作を施すことを忌む例が多いが、住まいの

部位では、竃・井戸・厠の三ヶ所が注意すべき場所として挙げられる。以上のことから、

主人や神仏を大切にし、財産を守ることと併せて、生活の基盤となる火・水を重要視し、

樟注的観点から厠の位置に配慮するという当時の住まい観が明らかになった。
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